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2004 年新潟県中越地震のオンライン合同余震観測 

 

１．はじめに 

 2004 年 10 月 23 日 17 時 56 分新潟県中越地震 M6.8 が発生した．日本列島内陸部では，2000 年の鳥取県中部

地震に続く M7 クラスの大地震であるが，鳥取県中部地震よりもずっと大きな被害が生じた．直後の 18 時 03 分，

18 時 11 分にそれぞれ M6.3, M6.0，約 40 分後の 18 時 34 分には M6.5(現時点までの最大余震)と，余震活動は大変

活発であった．余震活動を精度良く捉えるために，京都大学防災研究所地震予知研究センターと九州大学地震火山

観測研究センターは合同で(京大九大合同観測)，余震域直上に臨時のオンライン地震観測網を設置した．周辺の定

常観測点のデータと統合処理することにより，活動の推移をリアルタイムで捉えることができた．得られた精細な

余震分布等に基づき，新潟県中越地震の発生過程の推定を試みたので報告する． 

 

2．結果 

 上記の臨時観測点のデータおよび気象庁による一元化震源の読み取り値を用いて JHD 法により決定された本

震および余震の震源分布(Shibutani et al., 2005)に関して，新潟県中越地震の発生過程と密接に関係する重要な

特徴は以下のとおりである． 

1)大局的な傾向として，余震域中央部で余震分布の下限が深く，南北両端へ向かって浅くなっている．2)本震

と M6 クラスの余震の断層面に対応すると考えられる，少なくとも４枚の面の周りに余震が分布している．3) 本震

と M6 クラスの余震について，余震分布から推定された断層面と震源位置(破壊の開始位置)から，大局的な破壊伝

播の向き(深さ方向)を推定すると，中央部で発生した地震(本震や最大余震など)は深い方から浅い方へ，南北両端

部で発生した M6 クラスの余震は浅い方から深い方へ進んでいる傾向が見られる． 

本震の大局的な破壊伝播方向が深い方から浅い方であり，かつ，余震域の両端部へ向かって余震分布の下限が

浅くなっていることは，本震の破壊は，南北へ拡がるにつれて，断層の浅い部分しか破壊することが出来なくなっ

たことを明瞭に示している．さらに，南北両端部で発生した M6 クラスの余震の破壊が浅い方から深い方へ進んで

いる傾向があることも，同様に，浅い方で破壊が発生しやすかったことを示している．これらのことから，本震の

発生前に，余震域中央部では断層深部に応力集中が発生していたのに対して，南北両端部では断層深部に加わって

いた応力が小さかったことが推定される．余震域中央部の直下の下部地殻に強度の弱い領域が存在し，その領域の

変形により，余震域中央部に局所的に応力集中が発生していた可能性が考えられる． 

新潟県中越地震は歪集中帯で発生したと考えられるが，歪集中帯の下部地殻には周囲に比べて強度の小さな領

域(Weak zone)が存在すると考えられている(Iio et al.,2002;2004)．新潟県中越地震は，Weak zone の中で局所

的に弱い領域の直上で発生した可能性がある．また，Weak zone の内部構造としては，多数の断層帯が推定されて

いるが，そのために，上部地殻においても多数の断層面が生じたのかも知れない． 

 

３．おわりに 

 精細な余震分布等に基づき，新潟県中越地震の直下の下部地殻に Weak zone が存在する可能性を指摘した．

実際のデータからこの仮説の検証を進めることが今後の重要な課題である． 

観測に際して，新潟県・栃尾市・小千谷市・山古志村をはじめ，地元の方々の暖かいご支援ご協力を頂いた．

解析に当たっては，気象庁による一元化震源読み取りデータを使わせて頂いた．また，山古志村小松倉観測点では，
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